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X15a z ∼ 1.4の星形成銀河におけるガスの inflow rateと outflow rateへの制限
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銀河のガス金属量 (以下、金属量とする)を探ることは、ガスの流入 (inflow)や流出 (outflow)を含めてその銀
河の星形成史を理解することに繋がる。近年の研究から、ガスの inflowや outflowは z >

∼ 1において普遍的かつ
重要なものであることが、理論的 (e.g., Dekel et al. 2009, Davé et al. 2010)にも、観測的 (e.g., Weiner et al.
2009, Steidel et al. 2010)にも示唆されている。しかしながら、z >

∼ 1において観測的に金属量が測定できる銀河
サンプルは限られているのが現状である。そこで我々は SXDS/UDS領域において、z = 1− 2の星形成銀河サン
プルについて、すばる望遠鏡 FMOSを用いた近赤外分光サーベイを行い、約 340個について有意なHα輝線を検
出した。これらは z >

∼ 1においてこれまでで最大の近赤外分光サンプルである。
このサンプルについて、Pettini & Pagel 2004のキャリブレーションを用いて、[NII]/Hα輝線比から金属量を

求めた。星質量−金属量関係については 2012年春季年会 (X17a)にてすでに報告をしている。また、ファイバー
によるフラックスロスを補正した Hα luminosityから、Kennicutt-Schmidt則を仮定することでガス質量を推定
した。その結果、星質量とガス質量フラクション (µ ≡ガス質量/(ガス質量+星質量))の間には反相関が見られ
た。また、金属量と µとの間にも反相関が見られた。これらの関係は closed boxモデルでは説明できないこと
が分かった。そこで我々は、ガスの inflow/outflowを取り入れた解析的なモデルによるフィッティングを行ない、
inflow rateと outflow rateに制限を与えた。その結果、星形成率と同程度かそれ以上の inflow rateと outflow rate
を含めたモデルにより説明できることが分かった。本講演ではこれらの結果について詳細を報告する。


